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2013年7月29日 

第5回FrontISTR研究会 

戦略的基盤ソフトウェアの開発(2002～2004) 

産業界のニーズ 

シミュレーション技術 

統合化 

連成 ソフトの商用化 

産業界での実用化 

・・・・・ 

・・・・・ 

構造解析FrontSTR 

固有値解析NextNVH 

流体解析FrontFlow 

電磁場解析Magnetic 

音響解析FrontNoise 

連成ソフトMP-Link 

独自開発ソフト 

・・・・・ 

デジタル 

エンジニアリング 

・・・・・ 

第一原理計算 PHASE 

量子化学計算 BioStation 

戦略的革新シミュレーションソフトウェアの開発(2005～2007) 

アドバンスソフトとは 
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会社概要 

名 称   アドバンスソフト株式会社 

 

英文名  AdvanceSoft Corporation 

 

本 社  〒101‐0062  

     東京都千代田区神田駿河台4-3 

      新お茶の水ビル17階 

      TEL: 03‐6826‐3970  

      FAX: 03‐5283‐6580 

 

設 立   2002年（平成14年）4月24日 

 

資本金  3,724万円 

 

従業員数 71名（2013年7月1日現在） 

Advance/FrontSTR の機能紹介 
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2005年 2006年 2007年 2008年 

文部科学省次世代IT基盤構築のための研究開発 

革新的シミュレーションソフトウェア 
の研究開発 

2009年 2010年 2011年 

文部科学省次世代IT基盤構築のための研究開発 

イノベーション基盤シミュレーションソフトウェア 
の研究開発 

2012年 

Ver.2.0リリース 
（２００７年１月） 

Ver.3.0リリース 
（２０１０年７月） 

Ver.4.0リリース 
（２０１１年８月） 

2013年 

Ver.4.1リリース 
（２０１２年９月） 

Ver.4.2リリース 
（20１3年秋予定） 

国プロで開発 

弊社で独自開発 

国プロで開発 

FrontISTR Advance/FrontSTR 

一部 

項目  内容 Advance/FrontSTR FrontISTR 

解法、ソルバー 並列接触解析 拡張Lagrange法 
反復法 

Lagrange乗数法 
直接法 

モーダル応答解析 実装が異なる 

動解析直接積分法 中央差分法
Newmark-β法 
HHT法 

中央差分法
Newmark-β法 
 

シェル要素解析 線形、非線形 線形 

シェル要素解析ソルバー 直接法、反復法 直接法 

混在自由度解析 開発中 

（続く） 
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項目  内容 Advance/FrontSTR FrontISTR 

要素 要素拡充 ピラミッド要素 
低減積分要素 
梁要素、トラス要素 
質量要素 
慣性モーメント要素 

要素タイプ選択 
（非適合、低減等） 

ユーザー指定 自動 

材料 超弾性モデル拡充 Yeoh 
Ogden 
Polynominal 
Reduced-Polynominal 
Hyperfoam 

温度依存性 弾塑性 
弾性、粘弾性 
超弾性 
粘塑性 

弾塑性 

異方性 弾性、熱膨張 

境界条件 局所座標系による指定 直交、円柱、球 

DLOADの機能拡充 追随力 
静水圧 

並列化方式 

領域分割線

マスター面
（領域０）

変位 接触剛性等

責
任
分
界

領域０

領域１

領域０のスレーブ節点と領域１のマスター節点の
接触について領域０で計算した接触剛性

実装方法 

相手領域の変位を受信 
積は自領域 

自領域の変位 
積は自領域 

自領域の変位 
積を相手領域へ送信 

相手領域の変位を受信 
積を相手領域へ送信 

拡張Lagrange法 
現状、反復法（CG法）に対応 
今後、直接法に対応予定 
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総経過時間 CG法総経過時間

解析モデル 
  
 チュートリアルデータのメッシュ規模を8倍 
 要素数：184,832  節点数：201,586 

増速率(T1/Tn) 

コア数 

並列処理性能 

CG法収束履歴 

Advance/REVOCAP の機能紹介 
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 ２００５年度～２００７年度 

  「革新的シミュレーションソフトウェアの研究開発」 革新的汎用連成シミュレーションREVOCAPで
連成解析用のプレポストプロセッサREVOCAP_Mesh、REVOCAP_Visual を開発 

 ２００８年度～２０１１年度 

  「イノベーション基盤シミュレーションソフトウェアの研究開発」大規模アセンブリ構造対応マルチ力
学シミュレータREVOCAP で大規模アセンブリ構造対応プレポストREVOCAP_PrePost を開発 

 ２００９年７月 

  アドバンスソフトの独自改良版として、Advance/FrontFlow/red対応プリポストプロセッサ
Advance/REVOCAP Ver. 2.0 をリリース 

 ２０１０年７月 

  Advance/REVOCAP Ver. 2.2 をリリース（Advance/FrontSTR 対応版） 

 ２０１１年８月 

  Advance/REVOCAP Ver.2.3 をリリース（Advance/FrontSTR Ver.4.0、
Advance/FrontFlow/red Ver.4.1 対応版） 

 ２０１２年７月 

  Advance/REVOCAP Ver.3.0 をリリース（Advance/FrontFlow/red Ver.5.0、
Windows64bit対応版） 

 ２０１２年１２月 

  Advance/REVOCAP Ver.3.1 をリリース（Advance/FrontSTR Ver.4.1、シェル解析対応版） 

 特長が異なる四面体メッシュ生成エンジンを内包 

 

 シェル要素のプリポスト処理に対応 

 

 アセンブリ構造解析におけるMPCのEQUATIONデータを自
動生成 

 

 反復法残差履歴の表示 

 

 Advance/FrontSTRの発展機能に対応 
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 ADVENTURE_TetMeshに加えて、米国Simmetrix社製の
メッシュ生成エンジンが利用可能 

 

 

 

 

 

 2000万要素を約20分で 

 生成した例あり 
    OS: Windows7 64bit 

    CPU: Core i7 3.6GHz 16GB 

 

 

Tetmesh Simmetrix 

メッシュ品質 ○ 

実行時間 ○ 

ロバスト性 ○ 
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ADVENTURE_TetMesh 

Simmetrix 

T字管 

OS: Windows XP 
CPU: Intel Core2 Duo 2.66 GHz 

プリ処理 

ポスト処理 
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 四面体1次／2次要素、六面体1次／2次要素に対応 

 表面メッシュが一致しない場合にも対応 

①マスター面を選択 

操作手順 

②スレーブ面を選択 ③生成ボタンを押下 

!EQUATIONデータを 
メッシュファイルへ追加 

Advance/FrontSTR と 
Advance/REVOCAPの 

適用事例紹介 
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 電波天文衛星などでは高度なアンテナの指向性が要求される 

 大型展開構造物の形状精度保証は大きな技術課題 

 要因として部材接触部のガタの評価技術が不十分である点 

 

 アンテナ全体の大規模接触シミュレーションによる評価技術を
確立 

 

 Advance/FrontSTRの並列接触解析機能に着目 

出典：弊社セミナーにおけるJAXAさま講演資料から抜粋 

出典：弊社セミナーにおけるJAXAさま講演資料から抜粋 
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出典：弊社セミナーにおけるJAXAさま講演資料から抜粋 

出典：弊社セミナーにおけるJAXAさま講演資料から抜粋 
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出典：弊社セミナーにおけるJAXAさま講演資料から抜粋 

出典：弊社セミナーにおけるJAXAさま講演資料から抜粋 
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 お客様で導入されている市販の構造解析ソフトウェアを利用して、これま
で２次元解析を実施して設計を行ってきた（数万～数十万要素）。この一
連の設計の中で、３次元効果を確認したい設計事例が出てきた。 

 ところが、①要素数が膨大になるばかりではなく、メッシュを作成しても、
②ライセンスを追加し、③新たな計算機環境を導入しなければ、解析で
きないことが分かった。 
 

 当社の大規模解析の実績に対して、問い合わせいただいた。 
    ①は、Advance/FrontSTRのリファイナーで解決 
    ②は、Advance/FrontSTRの並列無制限で解決 
    ③は、当社の計算機環境を利用することで解決 
 従来の2次元の解析と同等の精度を得るために、リファイナを利用して

7000万自由度のモデルを作成し、当社の計算機環境で48コア・メモリ
388GBの資源を利用することにした。 

 最大規模の１ケースにつき、数時間の計算機処理時間で解析を行う目
途が立った。そこで、試計算を含めて数ケースのパラメータスタディを行
うことができ、設計の目的を達成することができた。 
 

ケース名 ケース1 ケース2 ケース3 ケース4 

要素 四面体1次 四面体2次 四面体2次 四面体2次 

要素数 3,147,621 3,147,621 13,526,568 25,180,968 

節点数 545,170 4,281,602 14,148,053 26,314,949 

自由度数 1,635,510 12,844,806 42,444,159 78,944,847 

リファイン 0回 0回 1回 1回 

使用CPU数 12CPU 12CPU 12CPU 48CPU 

使用メモリ 96GB以下 96GB以下 96GB以下 192GB以下 

処理時間 57秒 2174秒 16993秒 8842秒 

収束判定値 1.0e-5 1.0e-5 1.0e-5 1.0e-5 

反復回数 619 1,494 2,274 2,735 

収束判定値については、あらかじめ、10-5、10-8、10-12で
解析結果を比較し、この収束判定条件で問題ないことを確認 
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 これまで均質化法で解析されてきた複雑構造の３次元熱応力解析 

ケース名 試計算（部分モデル） 本計算 

要素 六面体１次 六面体１次 

要素数 1,525,610 22,884,150 

節点数 2,077,603 28,519,823 

自由度数 6,232,809 85,559,469 

使用CPU数 12CPU (1node) 47CPU (4nodes) 

使用メモリ 20GB 240GB 

処理時間 1647秒 
（27分） 

5779秒 
（7時間55分） 

収束判定値 1.0e-5 1.0e-12 

反復回数 6,049 15,500 
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